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    ◎開会の宣告 

〇議長（村田定人君） ただいまから令和６年第１回羽幌町議会臨時会を開会します。 

 

（午後 １時３１分） 

 

    ◎町長挨拶 

〇議長（村田定人君） 町長から議会招集挨拶の申出がありますので、これを許します。 

 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 令和６年第１回羽幌町議会臨時会の招集に当たりまして、議員の

皆様には何かとご多忙のところご出席を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 本年１月１日に石川県能登地方を震源とし、最大震度７を観測した令和６年能登半島地

震により被災された皆様に心よりお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復旧復興

をお祈りいたします。 

 また、本町の姉妹都市であります石川県内灘町におきましても震度５弱を観測し、町の

北部地域を中心に液状化現象による家屋の損壊、道路の隆起や陥没など甚大な被害が発生

し、いまだ上下水道の復旧のめどが立たない地域もあると伺っております。本町におきま

しては、内灘町へ義援金を送るとともに町内に募金箱を設置し、町民の皆様へも募金を呼

びかけているほか、内灘町の事務負担軽減を図るべく、ふるさと納税の代理寄附受付を行

っているところであります。今後につきましても様々な方法で復旧、復興への支援を行っ

てまいりたいと考えております。 

 さて、本臨時会に提案しております案件は、専決処分の報告、承認が各１件、議案とし

て条例案１件、補正予算案１件の計４件であります。よろしくご審議賜りますようお願い

申し上げまして、招集の挨拶とさせていただきます。 

 

    ◎開議の宣告 

〇議長（村田定人君） これから本日の会議を開きます。 

 

    ◎会議録署名議員の指名 

〇議長（村田定人君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、 

   １番 佐 藤   満 君    ２番 金 木 直 文 君 

を指名します。 

 

    ◎会期の決定 

〇議長（村田定人君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと思います。これにご異議あり
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ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村田定人君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日１日間と決定しました。 

 

    ◎諸般の報告 

〇議長（村田定人君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 本日の欠席届出は９番、工藤正幸君であります。 

 会議規則第２１条の規定により、本日の議事日程表は配付いたしましたので、ご了承願

います。 

 次に、地方自治法第１２１条の規定により、本臨時会に説明員として出席通知のありま

した者の職、氏名を一覧表として配付してありますので、ご了承願います。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎報告第１号 

〇議長（村田定人君） 日程第４、報告第１号 専決処分の報告について「和解及び損害

賠償の額の決定について」を議題とします。 

 本案について報告の内容説明を求めます。 

 学校管理課長、葛西健二君。 

〇学校管理課長（葛西健二君） ただいま上程されました報告第１号 専決処分の報告に

ついて、その内容をご説明いたします。 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分をしたので、同条第

２項の規定により報告する。 

 令和６年２月１５日提出、羽幌町長。 

 提案の理由でありますが、議会において指定されております和解及び損害賠償の額の決

定について、別紙のとおり専決処分をしたので、報告するものであります。 

 次のページ、専決処分書に基づき内容を説明いたしますので、御覧願います。 

 地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、議会の議決により指定された町長の専決

処分事項について、次のとおり専決処分する。 

 専決いたしました処分事項は、和解及び損害賠償の額の決定であります。 

 和解の相手方は、処分書に記載のとおりでございます。 

 和解の内容は、１、羽幌町の過失割合を１００％とする。２、羽幌町は、損傷させた相

手方所有物を原形に復す費用を負担する。３、本件について、今後事由のいかんを問わず、

双方とも一切の異議の申立て等はしない。 

 損害賠償額は２３万６，５００円で、全て保険の適用となっております。 

 事故の概要でありますが、令和５年８月５日土曜日午前８時２０分頃、富良野市字東山
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無番地の先路上で、町のスクールバス運行委託業者の運転手が羽幌町商工観光課からの依

頼で帯広市内の高校の合宿のため帯広市から羽幌町へ向け走行中に富良野市の留下橋で橋

梁工事のため片側交互通行となっていたところを通過する際、相手方所有の仮設ガードレ

ールに車体の左後輪付近が接触し、破損、損傷させたものであります。なお、専決処分の

日は令和６年１月１８日でございます。 

 以上が専決処分の内容でございます。本件につきましては運転手の不注意が主な原因で

ありますが、当該委託業者職員に対しましては常に危険を予知した運転を心がけるよう指

導しておりますことを併せて報告いたします。 

 以上をもちまして報告といたします。よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（村田定人君） これから報告第１号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村田定人君） これで質疑を終わります。 

 本案は、議会の委任による専決処分のため承認を要しませんので、これをもって報告を

終わります。 

 

    ◎承認第１号 

〇議長（村田定人君） 日程第５、承認第１号 専決処分の承認について「令和５年度羽

幌町一般会計補正予算（第１２号）」を議題とします。 

 本案について承認の内容説明を求めます。 

 財務課長、大平良治君。 

〇財務課長（大平良治君） ただいま上程されました承認第１号 専決処分の承認につい

てご説明申し上げます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分をしたので、同条第

３項により報告し、承認を求めるものであります。 

 令和６年２月１５日提出、羽幌町長。 

 処分内容は、令和５年度羽幌町一般会計補正予算（第１２号）であります。 

 次のページをお開き願います。専決処分書でありますが、令和６年１月１０日付による

専決処分であります。 

 次のページの補正予算書をお開き願います。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，

１８３万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７６億６，７６７万８，０

００円にするものであります。 

 内容をご説明申し上げます。６ページをお開き願います。歳出の２款総務費、一般管理

費において寄附金５００万円の補正は、本年１月１日に発生した令和６年能登半島地震に

おきまして甚大な被害に遭われた姉妹都市であります石川県内灘町の一日も早い復旧と復

興の一助となるよう同町へ義援金を送るものであります。 

 次に、３款民生費、社会福祉費において物価高騰対策低所得世帯支援給付金支給事業総
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額２，６８３万円の補正は、国の経済対策に係る物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付

金を活用し、住民税の均等割のみ課税世帯に対し、１世帯当たり１０万円を支給するもの

並びに住民税非課税世帯及び住民税の均等割のみ課税世帯において扶養している１８歳以

下の児童１人当たり５万円を支給するものであり、均等割のみ課税世帯につきましては２

２０世帯、加算対象となる児童につきましては７０人を想定しております。 

 次に歳入についてでありますが、義援金につきましては財政調整基金繰入金を、給付金

支給事業につきましては、先ほどご説明いたしました国庫支出金である物価高騰対応重点

支援地方創生臨時交付金を充てております。 

 以上が補正をした予算の内容でありますが、一日も早い復旧復興への支援と、国からの

交付要綱が示され次第速やかに給付金の支給を実施するため、専決処分とさせていただい

たものであります。よろしくご承認賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（村田定人君） これから承認第１号について質疑を行います。 

 ６番、小寺光一君。 

〇６番（小寺光一君） それでは、質疑のほうで、今回被災地支援事業ということで寄附

金、義援金として５００万ということで、これについては本当に必要なものだと私は理解

していますが、ただこれを専決したというのがどうも私的には疑問が残ります。地方自治

法の１７９条を法的根拠として専決されたと思うのですけれども、専決しなければいけな

かった理由をまずお聞かせいただきたいと思います。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 先ほど招集挨拶でも言ったように元日に能登半島沖地震がありま

して、報道では最初内灘との報道がなかったのですが、かなり大きな被害があるのではな

いかということで、実は１日、２日に関しては恐らく行政サイドも混乱しているというこ

とで、私のほうから３日の日になって元議長の方に状況を確認して、いわゆる北部地域の

砂丘に近いところが壊滅状態だというような情報がありました。それで、その後次の日に

総務課長のほうに連絡して、状況を見ながら向こうの総務課長の行政サイドに連絡、簡単

に言うと役場に直接連絡するといろんな問合せ等で混乱するので、携帯等が分かる人に関

してちょっと連絡取ってほしいというような指示をしました。そういうやり取りの中で、

やはり先ほど言ったようにかなり被害が大きいということと、行政サイドが非常に混乱し

ているということもありました。 

 そんな中で、１月４日に石狩市がいち早く義援金１，０００万を送るという報道を見ま

した。恐らく石狩市も専決、当然４日ですから議会を開いたとは思えませんので、そうい

う形で進めたのだろうということでありました。連日のように総務課長と連絡する中で、

羽幌町役場は１月９日からスタートする予定でしたので、１月９日の課長会議、朝一番先

にあるのですけれども、その日は午後からという、仕事始め式があったので、午後からに

なりましたけれども、その旨を伝えて、決して議決するようなところではありませんけれ

ども、皆さんの意見を聞いて、それに対してはやるべきだということでありました。ちょ
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っと正確な、その日にやったのか、次の日にやっているか、後で確認できるのであればし

てもらいたいと思いますけれども、議会のほうにも連絡取って、専決でいきたいというこ

とはその時点で決めたのですけれども、連絡取ってなるべく早く委員会等にも連絡してほ

しいということで議長に連絡を取りました。それで、いろいろその議会のところで、言っ

ていいのだと思うのですけれども、議長も非常に気にしておりまして、その課長会議の結

果を待ってもらったのですけれども、議長のほうに来てもらって、町長室でお会いしたの

ですけれども、今後議会の委員会等がいつ開けるかということになると少し遅れるだろう

という報告がありましたので、その時点で私は決断して専決でいくということを決断しま

した。実際に事務手続上ほかのこともあって多分次の日か、そのぐらいになったと思いま

すけれども、そういう形で専決をしました。今おっしゃっているそのなぜ駄目なのかとい

うことの答えになっているかどうか分かりませんけれども、質問そのものがなぜ駄目なの

かってちょっと分かりづらいので、再質問以降で聞いて、それに対して答えたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

〇議長（村田定人君） ６番、小寺光一君。 

〇６番（小寺光一君） 自分の質問はなぜ駄目ということではなくて、なぜ専決をしたか

ということで伺ったと思うのですが、時系列でいくと９日に集まって１０日に決裁を決め

たという。専決処分書では１０日の専決ということで書いてあったので、その間議長とも

話したということだったのですが、専決してやるのも議決してやるのも、お金を送る金額

が上下するかもしれませんけれども、同じことだと思うのですけれども、自分は議会の一

員である以上は、やはり議決の機会を与えていただきたかったなというふうに思っていま

す。そして、議場なりで質疑等があればその中で本当にこの５００万が十分なのか、後で

町民の方と話したときは、なぜ猿払村と同額なのだとか、それも説明できなかったのです。

やっぱり姉妹都市と友好町村との違いがあってもしかるべきなのではないかとか、長い羽

幌町との関わりの中でその５００万の妥当性というか、それを十分に私自身も理解してい

ないで今まで過ごしてきたのです。その時系列も全く分かりませんでした。きっと専決の

１７９条でいくと、町長において議会の議決すべき事件について特に緊急性を要するため

議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであるということが大前提になっていると

思うのです。なるべく早く送りたいという気持ちは十分理解はできるのですけれども、そ

の早く送りたいというのと議会を招集しなければいけない、したほうがいい。自分は、ま

ずはいかに議会を招集して行うというのを先に考えていただきたかったかなということで

今の質問になっています。早くもちろん支援したいというのは分かるのですけれども、こ

の補正予算の項目でもあるとおり義援金という形になっています。なので、受け取るほう

は実質的にはもう少し時間が、それが例えば議会招集するために３日必要であれば３日待

てないほどの緊急性があったのか、その辺はどういうふうにお考えでしょうか。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） まず、基本的に考え方が違うということなのだろうと思います。
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専決した最大の理由としては、やはりいち早くそういう形で羽幌町の気持ちを内灘町に届

けたいということでありまして、先ほど元議長とお話ししたということも言いましたけれ

ども、その後にそういう方向で考えていると言うと非常に喜んでいただきました。総務課

長のほうで行政サイドとの連絡の中でも、やっぱり早い対応ということで非常に感謝をし

ていただいたと聞いております。だから、小寺議員としては幾ら遅れても議会を優先すべ

きだということだということの考え方だと思いますけれども、私としては金額だとか、相

手の被害だとか、総合的に考えたときにいち早くやっぱり表明して、相手にそういう支援

の思いを伝えるということを優先したというふうに考えていただいて結構です。 

 それから、猿払村についての言及がありましたけれども、猿払村がどう考えて、どうい

うふうに金額を決めてということについては一部聞いておりますけれども、それは私が今

羽幌町議会で答えることではありませんので、それは答弁は控えさせていただきます。た

だ、その９日の前に、私直接聞いたわけではありませんけれども、総務課だと思いますけ

れども、猿払村のほうから問合せがあって、羽幌町は幾ら出すのだという趣旨の問合せが

あったというふうに聞きました。それで、できれば早く決めてほしいという趣旨の話もあ

ったかのように聞いていますけれども、これも先ほど言ったように細かいテープを取って

いるわけではないので、それが公式答弁として間違いないということは私としては言えま

せんけれども、猿払村としては羽幌町の決めた金額というのを参考にしたいという思いが

あって、かつできれば早く決めてほしいというような表現になったのではないかなと思い

ます。 

 私自身議会議員やっている中で、これまでいろんな専決を見てきました。その中でかつ

て、いわゆる議会を、例えば具体的なことは申しませんけれども、専決をして執行に当た

る間に議会の担当委員会があって、そこでは言わなくてその後やったとかということで議

会としてもこれはどうかなというような議論があったということは承知しています。ただ、

今回に関しては元日、正月早々の１日のあれだということと、いち早くやっぱり相手に伝

えたいということを私としては優先したということで、その辺については小寺議員と私の

考え方が違うということでご理解願えればなと思います。 

〇議長（村田定人君） ６番、小寺光一君。 

〇６番（小寺光一君） 考え方が違うからという、立場ももちろん行政側の町長という立

場と議会の一議員というので、考えは違って自分は当然だなというふうには思っています。 

 もう一つ、きっと根拠になる議会を招集する時間的余裕がないことが明らかということ

で、これもないって言われればないですし、自分はある、それもまた見解の違いですけれ

ども、やはり客観的なものが必要かなと。これも先ほど比べてはいけないということで町

長はおっしゃられましたけれども、自分も新聞でしか、新聞の報道レベルでしか知らない

のですけれども、猿払ではちゃんと臨時議会を１２日かな、開いて議決をして送ったと。

猿払の行政と議会のやり取りの中で早急に議会を開催されたのかなというふうに思うので

すけれども、自分的には同じ義援金をそろってということではないのですけれども、の中
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で猿払は１月１２日で２日間議決で遅れたとは思うのですけれども、しっかりと臨時議会

が開けていたと。どうして羽幌は開けなかったのかなというふうにちょっと思ったので、

これが客観的な比べた、内灘町へのお互い支援をする、義援金を送るという同じ行為に対

して羽幌町は専決で素早くやりたいということでの１０日の専決処分だったのですけれど

も、そういうのがあるので、本当に何か自分としては議決して、反対する議員の方はいら

っしゃらないと思うのですけれども、みんなで応援しよう、頑張れという気持ちで今回の

承認ではなくて議決として賛成したかったなと。とっても今まで丁寧に議会に対して説明

していた中で今回の専決に関しては何かもったいなかったなというか、見解の相違って言

われればそれまでなのですけれども、そういう気持ちが自分はありました。 

 質疑にはきっとならないとは思うのですけれども、やはり議会の議員の考えと町長の考

えが違うということで、それで、そういうことになってしまうのか、もし何か最後に一言

あれば、町長お願いします。 

〇議長（村田定人君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時５５分 

再開 午後 １時５７分 

 

〇議長（村田定人君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 議会軽視だということが基本なのかもしれませんけれども、決し

て議会軽視という思いはありません。限られた時間の中でできる限り議会の意見を吸い上

げて、それから日程等を詰めて参考意見を聞いて私が決めたということでご理解していた

だければなと思います。 

 それと、繰り返しになりますけれども、猿払のことについて猿払がこうだから、私がこ

うだというような議論については猿払にどういう事情があったのか分かりませんし、それ

については分かりませんので、言及は控えたいと思います。 

 繰り返しになりますけれども、私としてはいち早くやはりそういう非常に大変な目に遭

っている友好都市に対して羽幌町の思いを伝えたかったということで、いろんな調整をし

ながら一日でも早い表明をしたかったということで専決をさせていただいたところで、決

して議会軽視、何もしないでいきなり議会のこと頭にもなく決断したということないとい

うことだけを議事録に残る形では伝えたいと思います。 

〇議長（村田定人君） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村田定人君） これで質疑を終わります。 

 討論は、議会の運営に関する基準に基づき省略します。 

 これから承認第１号を採決します。 
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 本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村田定人君） 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第１号 専決処分の承認について「令和５年度羽幌町一般会計補正予

算（第１２号）」は原案のとおり承認することに決定しました。 

 

    ◎議案第１号 

〇議長（村田定人君） 日程第６、議案第１号 羽幌町手数料条例の一部を改正する条例

を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町民課長、宮崎寧大君。 

〇町民課長（宮崎寧大君） ただいま上程されました議案第１号 羽幌町手数料条例の一

部を改正する条例につきまして、提案理由とその内容をご説明いたします。 

 令和６年２月１５日提出、羽幌町長。 

 提案の理由でございますが、戸籍法の一部を改正する法律（令和元年法律第１７号）の

施行に伴いまして、戸籍謄本等の広域交付など新たに追加される戸籍事務及び手数料につ

いて改正しようとするものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 羽幌町手数料条例の一部を改正する条例。 

 羽幌町手数料条例（平成１２年羽幌町条例第３号）の一部を次のように改正する。 

 改正内容につきましては、別途お配りしております資料、羽幌町手数料条例の一部を改

正する条例の改正概要によってご説明いたします。 

 まず、１つ目の改正の理由につきましては、先ほど申し上げましたとおり戸籍法の一部

改正に伴いまして新たな事務及び手数料の追加ということでございまして、各事務に係る

手数料につきましては国が定める政令に準じる形となります。 

 次に、２の追加される戸籍事務といたしまして、１点目は戸籍謄本等の広域交付、それ

から２点目は戸籍（除籍）電子証明書提供用識別符号の発行、３点目は届書等情報の内容

の証明書の交付と内容を表示したものを閲覧に供する事務でございまして、これらの事務

の名称や手数料について今回追加するものでございます。 

 以降、３の改正内容では、先ほど説明をいたしました３つの事務ごとの手数料となって

おりまして、次のページになります。４の改正内容一覧のとおり、今回の改正に伴いまし

て下線を引いた部分が追加されるという形になるということでございます。 

 以上の説明をもちまして本文の朗読は省略いたします。 

 附則、この条例は、令和６年３月１日から施行する。 

 以上でございます。よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（村田定人君） これから議案第１号について質疑を行います。 
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 ６番、小寺光一君。 

〇６番（小寺光一君） すみません、何度も。 

 ちょっとお伺いしたいのですが、この広域交付というのは具体的に、自分勝手な解釈と

しては何か地方でもコンビニとかで印刷が今まではできなかったのだけれども、できるよ

うになる、簡単に言うと。そのために手数料とか、そういうのも改定されるのかな。ちょ

っとその辺が、文章ではもちろん分かるのですけれども、簡単にというか、町民の方が分

かりやすく言うとするとどういうサービスが拡大されて、それに伴う金額がという形でも

し説明していただければなと思うのですが。お願いします。 

〇議長（村田定人君） 町民課長、宮崎寧大君。 

〇町民課長（宮崎寧大君） お答えいたします。 

 ただいまの議員さんのご質問の部分で申し上げられていた部分は大方合っているのかな

と思います。それで、私のほうからも簡単ではございますけれども、少しご説明いたしま

す。 

 広域交付の部分ですけれども、まず１つ目にどこでもということで、例えば本籍地が遠

くにある方でも、その方が住んでいらっしゃる最寄りの市区町村の窓口にて請求ができる

ようになるということが一つ。 

 それから、２つ目としまして例えば欲しい戸籍の本籍地が全国各地に何か所かあったと

しても１つの市区町村の窓口にてまとめて請求することができるというところでございま

す。少し概略的なことになりますけれども、私のほうからの答弁は以上でございます。 

〇議長（村田定人君） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村田定人君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村田定人君） これで討論を終わります。 

 これから議案第１号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村田定人君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１号 羽幌町手数料条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決

されました。 

 

    ◎議案第２号 

〇議長（村田定人君） 日程第７、議案第２号 令和５年度羽幌町一般会計補正予算（第

１３号）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 
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 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） ただいま提案となりました一般会計補正予算につきまして、その

提案理由をご説明申し上げます。 

 既定の予算総額に歳入歳出それぞれ１億５３９万７，０００円を追加し、予算の総額を

歳入歳出それぞれ７７億７，３０７万５，０００円とするものであります。 

 補正をいたします内容を申し上げます。初めに、継続費補正でありますが、この後に説

明させていただきます羽幌町外２町村衛生施設組合において継続費を設定し、施行してい

る新一般廃棄物処理施設等建設事業に関し追加工事が必要となったことから、継続費総額

及び令和５年度分の年割額を増額するものであります。 

 次に、地方債補正でありますが、先ほどご説明いたしました継続事業に係る事業費が増

加することから、当該事業に係る町債の限度額を増額するものであります。 

 次に、歳出の２款総務費、企画費において、まちづくり応援寄附金推進事業総額２，５

８４万５，０００円の増額は、まちづくり応援寄附金、いわゆるふるさと納税の増加見込

みにより返礼品等に係る各経費を増額するほか、姉妹都市である石川県内灘町の代理とし

て受領した寄附金を同町へ納付するための経費を増額するものであります。 

 同じく、戸籍住民基本台帳費において、電算システム改修委託料１，４７０万７，００

０円の増額は、管内７町村で共同利用している戸籍付票システムに関し制度改正に伴う振

り仮名記載機能などを追加するための改修費用であり、財源につきましては全額国庫支出

金及び構成町村からの負担金で賄われるものであります。 

 次に、４款衛生費、塵芥処理費において、羽幌町外２町村衛生施設組合負担金１，９６

７万９，０００円の増額は、同組合で施行中の浸出水処理施設建設工事において追加工事

が発生したことにより増額するものであります。 

 次に、８款土木費、道路維持費において、除雪委託料４，５１６万６，０００円の増額

は、昨年１２月中旬からの降雪により除排雪業務量が大幅に増加しており、契約期間中の

委託料に不足が見込まれることから、増額するものであります。 

 次に、歳入についてでありますが、国庫支出金や町債等の特定財源を増額するほか、不

足額につきましては財政調整基金繰入金を充てております。 

 以上が補正いたします予算の内容であります。よろしくご審議の上、ご決定賜りますよ

うお願いを申し上げまして提案理由とさせていただきます。 

〇議長（村田定人君） お諮りします。 

 審議の方法については、歳入歳出予算継続費及び地方債一括して質疑を行い、それぞれ

討論、採決の順に従い、審議を進めることにしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村田定人君） 異議なしと認めます。 

 したがって、そのように進めることに決定しました。 
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 これから議案第２号について歳入歳出予算、継続費及び地方債一括して質疑を行います。

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村田定人君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村田定人君） これで討論を終わります。 

 これから議案第２号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村田定人君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２号 令和５年度羽幌町一般会計補正予算（第１３号）は原案のと

おり可決されました。 

 

    ◎閉会の宣告 

〇議長（村田定人君） 以上で本日の議事日程は全部終了しました。 

 したがって、令和６年第１回羽幌町議会臨時会を閉会します。 

（午後 ２時１１分） 


